
（様式４）

令和4年度「静岡県オリパラレガシー教育推進事業」

事業実施報告書

学校名 森町立旭が丘中学校

担当者名 教諭 石貝孝洋

１ 選択コース A ・ B

２ 実施日 令和５年 1月２６日（木）

３ 実施対象者

（学年･人数 等）

第１学年 ６８名

４ 取組内容 講師：杉浦佳子（パラサイクリング金メダリスト）

オリパラ教育講演会

講演①「共生社会」

講演②「パラスポーツの魅力」「実演」

５ 取組成果

課題

反省等

（取組成果）

とても有意義な活動になりました。

生徒は、講演会からパラスポーツの魅力に気付き、共生社会の実

現に向けてどのように生きていくことが大切か学ぶことができ

ました。更に、杉浦選手の話から自己分析をし、自分を知ること

の大切さや、ToDOリストのつけ方など、実生活のなかでの取

り組み例を学ぶことができました。

（反省）

内容が濃く、素晴らしい講演だったので、1年生のみならず、全

校生徒を対象に行いたかったです。

７ 県教委への

要望や意見

このような機会をつくって頂き、感謝しています。

８ 事後アンケ

ート

以下の問いについて該当するものに〇

（１）児童生徒のスポーツへの興味・関心が高まったと感じる

大いに感じる ・ 感じる ・ あまり感じない ・全く感じない

（２）児童生徒の体力が高まったと感じる

大いに感じる ・ 感じる ・ あまり感じない ・全く感じない

（３）来年度もこの事業を活用したいと感じる

大いに感じる ・ 感じる ・ あまり感じない ・全く感じない

＜コース＞

A クラブチーム選手及びスタッフ指導者派遣

B オリンピアン・パラリンピアン等講演会及び交流会


